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現
在
私
は
小
須
戸
柔
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
指
導
者
と

し
て
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
練
習

中
に
時
々
子
供
達
に
質
問
し

ま
す
。「
あ
り
が
と
う
、
の
反
対

の
言
葉
っ
て
な
ん
だ
？
」
と
。

　

「
あ
り
が
と
う
」
の
反
対

の
言
葉
は
「
あ
た
り
ま
え
」

で
す
。
「
あ
り
が
と
う
」
は

漢
字
で
書
く
と
「
有
難
う
」

で
す
。
「
有
る
こ
と
が
難
し

い
」、
つ
ま
り
貴
重
で
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

柔
道
の
子
供
達
に
は
“
勉

強
が
で
き
る
こ
と
、
ご
飯
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

柔
道
の
練
習
が
で
き
る
こ
と
、

他
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
は

「
あ
た
り
ま
え
」
で
は
な
い
。

小
さ
い
こ
と
で
も
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
え
る
人
に
な
っ

て
下
さ
い
”

と
、
伝
え
て
き

て
い
ま
す
。

　

子
供
達
に
伝
え
る
度
に
私

も
再
認
識
で
き
ま
す
。
朝
目

覚
め
る
こ
と
、
職
場
に
行
っ

て
仕
事
が
で
き
る
こ
と
、

日
々
変
わ
り
映
え
し
な
い
中

で
つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
思

い
返
す
と
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
え
る
場
面
は
た
く
さ
ん
あ

る
事
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

  

小
さ
な
事
に
も
感
謝
し
て

楽
し
く
生
活
を
送
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

長澤　美希さん

(新　保)

「ありがとう」

小須戸今昔展小須戸今昔展 「昔の情景①」「昔の情景①」27
（協力：小須戸コミュニティ協議会　小須戸アーカイブ’S）

　明治初期の貴
重な写真。金太郎
の葬儀と伝わっ
ている。本町2の
通りを本町1方面
へ望む。屋根石
の町並みが貴重
である。

　昭和30年の写
真。小須戸小学
校の体育館新築
工事中。道路は
農道の面影を残
し、田んぼ、はさ
木がある。もち
ろん道は舗装さ
れていない。①金太郎の葬式（本町2） ②通学路（文京町1）

昨年の市民展の様子

昨年の芸能祭の様子

　

昨
年
の
市
民
展
・
芸
能
祭
で
は
、
来

場
者
カ
ー
ド
の
記
入
な
ど
、
感
染
対
策

を
施
し
て
３
年
振
り
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
展
で
は
４
８
０
名
、
芸
能

祭
で
は
２
５
０
名
も
の
来
場
が
あ
り
ま

し
た
。

５
月
８
日
に
コ
ロ
ナ
が
５
類
と
な
り
、

公
民
館
事
業
に
お
い
て
も
、
飲
食
を
伴

う
講
座
も
実
施
し
、
少
し
づ
つ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

今
年
も
小
須
戸
文
化
協
会
と
小
須
戸

地
区
公
民
館
が
共
催
で
10
月
28
・
29
日

に
市
民
展
、
11
月
12
日
に
芸
能
祭
を
昨

年
に
も
増
し
た
形
で
実
施
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
保
育
園
児
の
作
品
は

年
長
さ
ん
だ
け
で
し
た
が
、
対
象
の
学

齢
を
拡
大
し
、
展
示
を
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
津
南
高
等
学
校
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
美
術
部
や
書
道
部
の
部
員

の
皆
さ
ん
の
作
品
も
展
示
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
の
皆
さ
ん
も
日
頃
の
制
作
や
練

習
の
成
果
を
披
露
す
る
場
と
し
て
、奮
っ

て
出
品
・
出
演
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

小須戸文化協会

会長

佐藤　喜代一

小須戸地区公民館

館長

古 川　正 利

令
和
５
年
度
　

小
須
戸
地
区
文
化
祭

〜
コ
ロ
ナ
禍
前
の
通
常
開
催
に
向
け
準
備
中
〜

・９月１日 （金）市民展・芸能祭

　申込受付開始

・９月21日（木）市民展出品締切

・９月29日（金）芸能祭出演締切

・10月３日（火）19：00 ～

市民展全体会議　まちセン研修室

・10月13日（金）19：00 ～

芸能祭全体会議　まちセン研修室

・10月27日（金）13：30 ～

市民展会場設営　まちセンホール集合

　　　　作品搬入　　15：30 頃～

・10月28日（土）9:00 ～ 17:00

　　 29日（日）9:00 ～ 15:00

小須戸地区市民展

・11月10日（金）9：00 ～ 21：30

芸能祭リハーサル　まちセンホール

・11月11日（土）18：30 ～

芸能祭会場設営　　まちセンホール

・11月12日（日）9:45 ～ 15:30（予定）

小須戸地区芸能祭 

　※新型コロナウイルス感染症感染状況

　　によっては中止・変更・延期もりま

　　す。

◆市民展・芸能祭の募集要項及び

　申込書は９月１日（金）から、下記の

　施設に備え付けます。   　　　　

　小須戸地区公民館・小須戸出張所

　小須戸まちづくりセンター　

　小須戸地区ふれあい会館

　新津地区公民館

出品・出演団体の皆様へ
今後のスケジュール

◎申し込み・問合せ 　

　小須戸地区公民館

〒956-0101

秋葉区小須戸120番地5

ＴＥＬ 0250-25-5715　

ＦＡＸ 0250-38-5210

　　Mail

　　kosudo.co@city.niigata.lg.jp

・開 催 日　１０月２８日（土）～２９日（日）
・会　  場　小須戸まちづくりセンター

・部　  門　日本画・洋画・書道・写真・工芸・版画・彫塑・文芸・その他

・出品資格  秋葉区内に在住または通勤・通学している方

・出品点数　お一人３点以内

・展　　示　出品作品は無審査で展示します　展示期間中の搬出はできません

　　　　　　展示方法は主催者側に一任ください

・出 品 料  無料

・申込期間　 ９月１日（金）～２１日（木）（※締切厳守ＦＡＸ可）

・搬　　入　１０月２７日（金）午後３時～午後８時（予定）

・搬　　出　１０月２９日（日）午後４時～午後５時

・そ の 他　作品の保全につきましては、責任を持って取扱いますが不慮の

            災害・事故についてはこの限りではありません

第47回小須戸地区市民展 出品募集

・開 催 日　１１月１２日（日）
・会　  場　小須戸まちづくりセンター　３階　多目的ホール

・部　  門　演奏・唄・踊り・ダンス・体操・その他

・出演資格  小須戸文化協会所属団体または秋葉区内で活動している団体

             （自薦・他薦問わず）

・出 演 料  無料

・出演時間　１団体１０分以内

・申込期間　９月１日（金）～２９日（金）（※締切厳守・ＦＡＸ可）

第37回小須戸地区芸能祭 出演募集

７月、下北の恐山を初めて訪れた。夕方、誰もいない境内を散策し湖畔に佇んだとき、彼の世の極楽と地獄を彷徨っているような感覚を味わった。
宿坊に泊まり、朝のお説教を拝聴しながら、４６年前に亡くなった父に思いを馳せた。今年もお盆を迎えた。自分が今、存在していることをご先祖様
に感謝したい。　（M）



小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】

・『ＮＨＫが悩む日本語』

ＮＨＫ放送文化研究所／著　（幻冬舎）

・『おやごころ』　畠中 恵／著

 （文藝春秋）

・『365 日たのしい折り紙』

 いまい みさ／著　（日東書院本社）

・『ぼんぼん彩句』　宮部 みゆき／著

 （KADOKAWA）

・『名探偵のままでいて』

 小西 マサテル／著　（宝島社）

【児童書】

・『宇宙の学校』　縣 秀彦／監修

 （ニュートンプレス）

・『おばけのこままわしたいかい』

・西平 あかね／さく　（福音館書店）

・『すごすぎる地理の図鑑』

 日本地理学会／監修（KADOKAWA）

・『どうながのプレッツェルとこいぬ

 たち』マーグレット・レイ／ぶん、

 H.A. レイ／え、わたなべてつた／

 やく　（福音館書店）

・『日本の妖怪百科』

 岩井 宏實／監修　（河出書房新社）

秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」
～子育て支援の紹介～～子育て支援の紹介～

　子育て中の心配なこと不安なことに

ついて、お気軽にご相談ください。

＜育児相談＞＜育児相談＞

　毎月１回、新津健康センターにて予

約制で行なっており、育児全般の相談

ができます。計測（体重・身長）のみ

の利用や妊娠中や産後のお母さんの相

談にも応じています。

＜妊娠・子育てほっとステーション＞＜妊娠・子育てほっとステーション＞

☎０２５０－２５－５６２２☎０２５０－２５－５６２２

　区役所健康福祉課に設置してあり、

妊娠・出産・子育てについての相談が

できます。電話相談だけでなく来所相

談もできます。

＜地域子育て支援センター＞＜地域子育て支援センター＞

　保育士による子育て相談、親子遊び、

フリースペースの開放などを行なって

います。秋葉区に４か所あります。

　他に、離乳食の講習会やお子さんの

発達段階に応じた健診、歯科健診があ

ります。子育てに関する情報は、区だ

よりや市のホームページでもお知らせ

しています。

小須戸未来ビジョン

「こすど地区未来会議」がスタート

　７月１７日（月・祝）に第 1回こすど地区未来会議がスタートしました。

こすど地域における様々な課題や現状を明らかにし、地域全体の活性化

や課題について未来ビジョン（１０年後のこすど）として２５名の方々

から３回にわたり参加して意見を出していただく会議です。

第２回目　８月１１日（金・祝）

第３回目　９月１６日（土）
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川  柳 俳　句

　　　　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは８月25日（金）となります。
　　　　　　　　　　　　ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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